
　　環境調査事業”カワラノギク育成相模川神川橋下”での活動報告 (10)
　

１）超スローな台風12号は西日本に甚大な被害を与えましたが、相模川も上流（山梨県東部）の豪雨の影響で今年3度目の冠水でした。 

２）今回は9/1（木）夜～9/6（火）朝までの長時間に渡って泥水に冠水しました。影響で水が引いた後の圃場と残った苗も泥まみれで息絶え絶えの状況です。 

【9/3(土）朝9:36の圃場冠水状況】 

・増水は河原の入り口近くまで来て先

日刈り取られたシナダレスズメガヤが

きれいに流されています。圃場は完

全に冠水です。 

【9/4（日）昼11:35の圃場冠水状況】 

・冠水3日目の昼になっても水が引い

て行く気配がありません。カワラノギ

クの生命力に期待するだけです。 
 

【9/5(月）夕15:11の圃場冠水状況】 

・4日目の夕方ですが未だ圃場の水

は引いて行きません。鮎釣りの人が

増水の状況を見に行った足跡だけが

見えます。 

【9/6（火）夕17:40圃場は泥まみれ】 

・5日目の昼過ぎになって漸く水が引

いて圃場が顔を出しました。全ての苗

が泥まみれで幼苗は泥の下になって

しまいました。 

【苗が泥まみれで痛々しいです】 

・少し成長して背の高い苗はしっかり

していますが、幼苗は泥に埋もれ、上

流からの移植苗は数本しか残ってい

ません。 

【如雨露で1本づつ洗い流しました】 

・昼間の石田さん（90分）の後を受け

て、もう一度（60分）川から水を運んで

一本づつ丁寧に泥を洗い流しました。

少し生き返ったように見えます。 

【濡れている時はきれいですが？】 

・洗い流した後は泥が落ちたように見

えますが、汲んできた川の水も泥で

濁っているのでどれだけ落ちたか心

配です。 

【流出寸前のロープと杭】 

・圃場を囲ったロープと杭も今回は悲

惨な状況です。看板も残り1枚になり

ましたので付け替えが必要です。 
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